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臨床熱帯医学分野 
論文 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 0 5 1 0 2 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有吉紅也：教授 評議員 日本内科学会 

有吉紅也：教授 評議員 日本感染症学会 

有吉紅也：教授 監事 日本熱帯医学会 

有吉紅也：教授 監事 日本 感染症学会 西日本地方会 

有吉紅也：教授 臨床疫学上席専門家 日本臨床疫学会 

有吉紅也：教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 予防接種健康被害調査委員会 長崎県 

有吉紅也：教授 エイズ・性感染症専門部会部会長 長崎県 

有吉紅也：教授 教職員結核審査委員会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 指定難病審査会委員 長崎県 

有吉紅也：教授 編集委員 Tropical Medicine and Health 

鈴木 基 
・准教授 

理事 国境なき医師団日本 

鈴木 基 
・准教授 

臨床疫学上席専門家 日本臨床疫学会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

有吉紅也・教授 日本医療研究開発機構（AMED）研究

費 
分担 「ダニ媒介性細菌感染症の総合的な対策に

向けた研究」 
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森本浩之輔 
・准教授 

学術 研究 助成基金助成金 代表 「肺胞マクロファージの小胞体ストレスは

肺線維化の治療ターゲットとなりうるか」 

森本浩之輔 
・准教授 

学術 研究 助成基金助成金 分担 「ips細胞を用いた家族性間質性肺炎由来肺

胞上皮細胞の解析による肺線維化機構の解

明」 

森本浩之輔 
・准教授 

日本医療研究開発機構（AMED）研究

費 
分担 「肺胞蛋白症診療に直結するエビデンス創

出研究：重症難治例の診断治療管理」 

鈴木 基 
・准教授 

学術 研究 助成基金助成金 代表 「乳幼児期の呼吸器感染症にみられる病原

体干渉の解明：ベトナム中南部出生コホート

研究」 

鈴木 基 
・准教授 

学術 研究 助成基金助成金 分担 「東南アジアのイヌ肉食習慣における狂犬

病感染のリスク調査と対策」 

鈴木 基 
・准教授 

受託研究（SATREPS_AMED） 分担 「フィリピンからの狂犬病排除に向けたワ

ンヘルス・アプローチ予防・治療ネットワー

クモデル構築」 

鈴木 基 
・准教授 

日本医療研究開発機構（AMED）研究

費 
分担 「ワクチンによって予防可能な疾患のサー

ベイランス強化と新規ワクチンの創出等に

関する研究」 

 

その他 
○特筆すべき事項 
①2018 年 7 月 22 日 国境なき医師団(MSF)日本・長崎大学熱帯医学研究所臨床感染症学分野共催 

「熱帯医学ワークショップ」 
②2018 年 1 月 25 日 有吉紅也・教授 【知っておきたい感染症】性感染症（梅毒）KTN「健康マガジン」 
 


